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1　はじめに
　新病院開設以来4年が経過した。この間当病棟に勤
務する看護婦の入れ替りも激しく、多くの退職者を出
している。退職の理由には結婚・帰省・家庭の事情・
他施設への就職などがあるが、この他に夜勤がつらい
の声があった。
　看護婦にとって夜勤は不可欠のものである。しかし、
夜勤は過度の緊張と疲労を招くものと考える。日本看
護協会1）の調査によると、改善を要するものの中で夜
勤を2位にあげている。又、猪下2）の調査では「精神
的機能低下に伴う疲労は日勤より準夜、深夜の順に高
い」と報告しているQ
　今回、夜勤に焦点を当て、当病棟の現状を把握し、
今後の改善の資料とする為にアンケート調査を行った。
その結果を報告する。
皿　調査期間
平成2年11月13日～平成2年11月25日まで。
皿　調査方法
　①労働条件　②睡眠　③食生活　④待遇　⑤業務
⑥人間関係　⑦その他の7っのカテゴリーを設定し、
アンケート調査を行った。回答は選択法及び自由記載
法で求めた。
］V　対　象
　当病棟に勤務する看護婦26名（婦長、看護助手を
除く）である。集計は21才～22才をA群、23才
　～24才をB群、25才～26才をC群、27才以上
をD群に分け集計した。群別の人数は、下記のとおり
である。
表1）勤務年数、臨床経験年数分布
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V　結　果
　1．労働条件
　　夜勤の人数に関しては、現在準夜勤4名、深夜
　勤3名であるが、80％以上の者が現在の人数に満
　足している。理想の回数としては、半数以上の者
　が、準夜・深夜合わせて月7日としている。又、夜
　勤のない所で働くことを希望している者が76．9％
　　（20名）で27才以上では100％であった。
表2）月別夜勤回数（平成2年度）
A群6名　　B群7名　　C群6名　　D群7名
4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月11月12月
4日以内 2 1 1 1 1 3 i 1
■一
T日 1 2 1 1 1 工
6B 1 2 1 1 1
7日 1 1 3 3 2 1 1 2 1
8日 2 3 3 12 6 8 3 4 10
9日 11 9 14 14 13 8 8 11
10日 8 5 7 2 2 1 10 4 2
11日 7
12日 4
総数（人） 24 23 27 26 26 25 25 25 26
張新人ミット者を除く◎
当病棟での勤務年数及び臨床経験年数は表1に示すと
おりである。
2．睡　　眠
　夜勤時の睡眠時間として、準夜・日勤の時は
　3～4時間が80．8％（21名）と高く、目が
さえて眠れない、精神的に高ぶっているなどの
一1ce　一
　理由から69．2％（18名）の者が準夜帰宅後
　すぐには入眠できない。と答えている。　深夜入
　りの睡眠時間としては、46．2％の者が4～5時
半間である。
表3）睡眠時間
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3．食生活
　準夜92．3％（24名）、深夜88．5％（23名）
の者が食生活に変化があり、食事時間は不規則で
　1日1食しか取っていない者もいた。食事内容も、
おにぎりやパンなど簡単なものになっている。
4、待　　遇
　　88．5％（23名）の者が、現在の給料には満
足していない。給料は少くても業務の中にゆとり
のある職場を望むと答えた者が65．4％であった。
三野の差はみられなかった。
5．業　　務
　夜勤の業務内容については、日勤にまわしたい
業務がある。と答えた者が4　6．2％（12名）いた。
6．人間関係
　夜勤のメンバーで緊張度が変ると答えた者が
　73．1％（19名）である。その理由として、A・
B群では先輩に対して気を使い、なかにはフォロ
ーしてくれない為に、自分の責任が重くなると感
　じている者もいる。又、C・D群では殆んどが新
人と一緒の時に緊張する。と答えている。
表4）職業意識
群 A　辞 B　群 C　群 D　辞項　　　　回答
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無回答
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7．その他
　　看護の仕事が好きと答えた者が50％（13名）
　であった。なかでもC・D群は61．5％、A・B群
は3　85％と年令差がみられる。現在80．8％
　（21名）が仕事をやめたいと感じている。　その
理由としてはA・B群では給料が安い、休みが少
い、看護婦に向いていない。C・D群では、仕事
のやりがいを感じない、体力の限界を感じる、夜
勤がつらい、オムツ交換がイヤだなどの意見があった。
　又、次に就職するとすれば、夜勤のない所、仕
事にゆとりのある所、給料の高い所の意見が多く、
A群の中ではOしなど看護婦以外の仕事と答えた
者もいる。　　　　　　（資料1の通りである）
資料1）次に就職するとすればどの様な職場が
　　　　よいかb
　A群　脳外科以外のところ
　　　　　個人病院
　　　　　看護以外の仕事
　　　　　OL
B群　給料の高いところ
　　　夜勤のないところ
　　　仕事にゆとりのあるところ
　　　小児病院
　　　　日曜休み、完全週休2日制のところ
　　　看護以外の仕事
C群　給料の高いところ
　　　夜勤のないところ
　　　仕事にゆとりのあるところ
　　　医師と信頼関係のあるところ
　　　雑務の少いところ
　　　企業内看護婦
D群　　夜勤のないところ
　　　　給料の高いところ
　　　　精神的援助の可能なところ
　　　　先輩看護婦の多いところ
　　　　体位変換を要する患者の少いところ
　　　　結婚しても働けるところ
　v［考　　察
　夜勤回数についてはアンケート結果より、月7日夜
勤を理想としているが、表2に示すとおり、現状は8
～10回夜勤を行っており、最高12回の場合もある。
一103　一
ニッパチ基準に順じた日数の検討を要するものと考え
る。
　準夜勤の睡眠時間は3～4時間しかとっていなしb
これは、準夜勤の翌日に日勤か遅出のサイクルで動い
ている現状では、やむをえなしb成人の睡眠時間7～
8時間を考慮した準夜、休みのパターンが望ましいと
考える。
　人体の生理機能は24時間リズムがくり返されてお
り、夜勤をする事は、そのリズムを変動させ、種々の
機能の変化と疲労を蓄積させてゆく事になる。その為
にもバランスのとれた食事をとる事が必要である。睡
眠時間力沙い中で睡眠や休息を重要視している現状か
らみても、個々の健康管理に注意していく必要がある。
　夜勤の業務内容については、現在までに幾度か内容
の検討を行い、又、4月より18時～21時までの看護助
手の勤務が導入され、雑務は幾分軽減されてきた。し
かし、脳外科の特色から、半数以上は介助を要する患
者であり、看護婦1人1人の業務量が多く忙しいと実
感されている。忙しい中にもゆとりのある看護をする
為には、看護手順の見直し、統一した看護計画の継続
を図っていく必要がある。
　人間関係については、先輩に対して気を使い、中に
はフォローしてくれない為に自分の責任が重くなると
感じる者もいる。これは、その様な状況の中で、自
分自身の知識技術、患者把握の能力を高めているの
ではないかと考える。
　A・B群において看護の仕事に対して魅力を感じて
ない者が多Uoこれに対して、毎日のショートカンフ
ァレンスや、Dr．を混じえての勉強会を今以上に充実
させていく。また、先輩看護婦が臨床の中で看護のよ
ろこび、おもしろさ、やりがいなどを感じさせる様な
場面設定を行い、指導していく必要があると考える。
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粗　おわりに
　今回、夜勤に焦点をあて、アンケート調査を行ったb
その結果、今後検討していかなければならない多くの
課題をみいだすことができち今後も、この結果を生
かし研究をすすめていきたい。
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